令和7年度　甲子地域会議　開催結果【会議録】
１．日　時：令和7年7月29日(火)　18時30分～20時00分
２．場　所：松倉地区コミュニティ消防センター　２階ホール
３．出席者：地域会議構成員他　構成員24名、一般3名、事務局7名
[bookmark: _Hlk110264163]別紙のとおり（省略）
　　　　　　釜石市　　　　　　平松副市長、髙橋教育長ほか11名
別紙のとおり（省略）
　　　　　　合計　４７名
４．質疑応答の概要
質問：　　現在、甲子地区の消防団は、団員不足であり10名以上の部はなく、3～5名で活動している部もある。消防団員の確保に努めているが、子育て中の人が多く断られる。意見として出たのが、子どもを安心して産めない、育てられないので家庭を守ることが優先になる。市内で分娩できない状況で、遠方への通院に同伴する必要があり、消防団として従事が困難であると断られることがあった。釜石市総合計画に掲げる、少子化対策、皆が安心して過ごせるまちの実現に向けて、妊婦が安心して出産できる環境作りとして、県立釜石病院に産婦人科が入るのかお尋ねしたい。
　　知人が、病院の先生を誘致する仕事をしている。産婦人科の先生を積極的に招き入れ、市と協力して産婦人科を作り、妊婦を安心させ、人口を増やすようなことをしている。釜石市においても同様に取り組んでいただきたい。子どもがいないとお年寄りを支える子どももいなくなる。人口増加は、様々な観点から消防団員を増やすきっかけになる。

回答：　　現在、県立釜石病院で分娩できない状態となっており、気仙との広域化で県立大船渡病院に通院しているのは把握している。分娩できない状況になった理由として、①ある程度の症例数を保てないと高度医療が保てない、②生後間もない子どもに対応できる小児科が確保できない、③病院医師の働き方改革に対応できない等が上がっている。
　　当市においても、県や県立大船渡病院と救急搬送時の対応等について相談している。妊婦を不安にさせないために、分娩再開を要望されていることから市では県に要望を続けていく。

回答：　　五の橋より東部（唐丹地区等）はある程度の消防団員数が８～９割確保されているが、五の橋より西部（甲子地区等）は団員数がかなり少ない状態となっている。
同様に、日本全国で団員数の減少が課題となっており、国や市において、企業に依頼して団員確保のために働きかける等の対策をとっているが、なかなかうまくいかない。地域への帰属意識が薄れている現状で、状況に合わせた団員の確保に努めたい。

回答：　　市内、国内において人口が減少している。現在、国内で１年に80万人減少している。これは、仙台市の人口に相当する人数である。市では様々な取り組みを進めていて、私たちもあきらめているわけではない。
資料『第六次釜石市総合計画後期基本計画の策定について』７ページに５つの柱がある。人口減少対策には特効薬がないため、地域医療の充実や防災対策の充実（消防団の確保）等を総合的に進めながら、人口減少対策に取り組んでいきたい。

意見：　　せめて産婦人科だけでも確保をよろしくお願いしたい。

質問：　　資料『令和６年度地域課題に対する市の方針について』３ページ【大松社宅前バス停待合場所の新設とバス停裏急傾斜対策】が実施済・実施困難となっているが、この状態のまま終わってしまうのか。
　　　　　『現状の待合室は町内会にて撤去・処分を行う』と記載されているが、バス停の後ろ側が土砂で埋まっており、このまま撤去するのは危険である。土砂の調査・撤去までお願いしたい。

回答：　　令和６年５月に課題をいただいた際、『現状の待合室は町内会にて撤去・処分対応を行う』とお話されていたが、その後、令和６年度に土砂撤去を実施したと振興局から報告されています。
　　　　　振興局において、土砂の調査をどこまでしたのか、詳しい発表はできていないが、待合室の撤去・擁壁を新たに作れるのか振興局と協議させてほしい。時間をいただきたい。

質問：　　振興局との協議結果は、いつ頃回答が得られるのですか。

回答：　　なるべく早急にしたいが、先方の都合もあるため、担当課と振興局と検討する都度報告
しながら進めていきたい。その都度ご報告させていただきます。

質問：　　４月からプラスチックごみ回収が開始し、現在まで４回出しました。回収が始まった当初は、プラスチックごみを一般ごみに混ぜて捨てていた。７月22日（火）に甲子公民館が開催したゆう遊講座『プラスチックごみはどう処理される？』で平田の釜石総合リサイクルセンターへ見学に行ったところ、プラスチックごみがパレットやペレットに生まれ変わると聞き、協力しなければならないと思い、分別への意識が高まった。
　　　　　しかし、今まで一般ごみに混ぜて捨てていたプラスチックごみを分別し始めたところ、ごみが溜まって仕方がない。ごみ収集を月一回から月二回に増やせないか。
回答：　　プラスチックごみは、無理のない範囲で分別してもらうために月一回の収集から開始した。市民の意識も高まってきています。しかし、当初想定していた回収量に月一回の収集で到達しておらず、ごみ回収業者からも、収集は月一回であれば対応可能であると言われている。そのため、今年度の回収量をみて、来年度の収集回収を検討したい。
　　　　　ごみが溜まる際は、水分を絞って、圧縮して小さくしたり、卵パックや食品トレイなどを回収している市内スーパー等に持ち込んだり、平田の釜石総合リサイクルセンターに直接持参し、無料回収したりする方法がある。

意見：　　分別を始めたら、一般ごみが少なくなった。プラスチックごみがパレットやペレットに生まれ変わると聞き、これは良いことだと思い、協力したいと思いました。

回答：　　相対的な量は減っているように感じるが、一般ごみは水分が多い（生ごみ等）。かさばる部分は減っているようにみえるが、総量はあまり変わっていない。

質問：　　一般ごみの毎週の収集一回分をプラスチックごみに充てることはできないか、という声が町内会から出ている。今年度か来年度か、早急に対応できませんか。
　　　　　旧大松小学校のグラウンド整備について、以前はスポーツ推進課にて管理し、草刈りをしていたのでは。今回、草刈りに参加してみて、参加者も高齢化が進み、草刈りが大変だと思いました。行政で対応できませんか。

回答：　　ごみ収集には様々なルートがあるため、収集回数を増やすのは困難です。一方、一般ごみは臭いが出るため、収集回数を減らすことも困難です。プラスチックごみを月一回、一般ごみを週二回収集することを維持したい。
　　　　　旧大松小学校では、グラウンドをグラウンドゴルフ等、体育館を卓球等に利用していると認識していますが、体育施設（松倉球技場やうのすまいスタジアム等）の扱いではなく、一般財産の扱いとなっている。甲子地域会議の皆様の体育活動にご利用いただいている。草刈りの協力方法について、今後検討していく。

回答：　　旧大松小学校の草刈りを始めた経緯について、令和７年８月１日付の公民館だよりで周知する予定です。旧大松小学校の体育館やグラウンドを地域住民が使用したいと釜石市に相談し、使用できることとなった。その中で、地域会議も何か協力できないかと考え、草刈りを行政に任せずに自主的に実施することを地域会議の運営委員会及び総会の議決事項として議題とし提案し、承認された。地域会議が独自性を持ってそれを運営していくという意味合いがあります。今後の草刈り等の環境整備の開催日について、平日開催や時間帯等について課題があると感じたため、来年以降の運営委員会及び総会でも議論して検討します。

意見：　　プラスチックごみの収集については、前向きに検討してください。
　　　　　旧大松小学校の草刈りについての経緯等は承知した。地域会議の運営委員会は、平日開催だと現役世代が参加できないため、配慮してほしい。
質問：　　旧大松小学校の体育館は毎週月曜日から金曜日まで使用している。草刈りは年一回開催ではなく、体育館を使用している人が自主的に協力し年４～５回草刈り等の環境整備をしながら使用しているため、心配しないでほしい。
　　　　　今年度は、アユ放流の釣りが好調。昨年は道の駅釜石仙人峠での「甲子川のアユを味わう会」の開催を中止したが、今年は９月に開催するので是非来てほしい。
　　　　　街中に行くと、国道のプラタナスかイチョウの木が丸坊主になっている。杜の都の仙台市は街路樹が綺麗に整備されているのに、なぜ釜石ではあのように管理するのか。どこの管理か。

回答：　　国道283号は県の管轄で、剪定のうえ樹木管理している。車や歩行者に支障がでたことから樹木管理が始まった。過去には専門家にも相談したと伺っているが、なぜあのように丸坊主に管理しているのか、具体的な理由は不明。県に管理経過を確認した上で、甲子地区生活応援センター等を通しつつ回答したい。

【副市長総括】
　　　　　本日はありがとうございました。
　　　　　消防団の関係、医師確保の関係、産婦人科のご要望、大松社宅前バス停の関係、旧大松小学校グラウンドの関係、体育館等、たくさんの意見を頂戴した。これらの課題の原因はやはり人口減少だと思われる。学校の空き教室についても、取り壊すためにはお金がかかり、大松小学校の他、小川や橋野等、他の地域にも廃校舎はたくさんある。学校がある間は地域の人にご利用いただいているが、その間の管理は大きな課題。皆さんに管理していただいていることについては大変感謝している。解体等追いつかない部分もあり、ご迷惑をおかけしますが、感謝の気持ちを忘れずに、そのような課題解決に努めていきたい。
　　　　　また、ごみの分別の関係は、先ほど市民生活部長が申し上げたとおり、回収を週一回としてもいいのではないか、というのは検討課題として上がっていた。もう少し様子を見させていただきながら、プラスチックごみと一般ごみの回収頻度をどのくらいにするか、効率的にお金をかけずにごみ処理を進めるため、引き続き検討させてほしい。
　　　　　アユの放流や、プラタナスの木の話もあった。振興局の方から、「あの木は葉が大きいため、落ちると影響が大きい。今はああいう木は植えないが、昔植えてしまったため、葉が落ちる前に早めに降ろさないと道路が大変なんだ」という話を聞いた。そういった意味では、県も苦労していると思う。毎年丸坊主になることは県も気にしているので、建設部長の方から早めに県と話をさせたいと思う。
　　　　　そのほかにも様々ご意見を頂戴いたしました。漏らさずきちんと集約して、みんなで共有して、この地域でこんなご提言があったこと、どのようなお答えをして、どんな宿題をもらったのか、応援センターや所長を通じて、きちんと報告してまいりたい。忘れてほったらかしにすることは決してない。引き続き、市政運営に関わるご提言・ご指導をいただきたい。ご支援・ご協力のほどよろしくお願いいたします。
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